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キ
ー
ワ
ー
ド
…
…
阪
口
五
峰
、
漢
詩
人
、
逃
禅
、
維
摩
居
士
、
道
人
、

病
禅

は
じ
め
に

阪
口
五
峰
の
唯
一
の
詩
集
『
五
峰
遺
稿
』（
大
正
一
四
・
一
九
二
四
年
、
阪

口
献
吉
編
輯
兼
発
行
）
に
は
、「
禅
」
字
を
含
む
語
句
の
出
現
す
る
詩
が
一
二

首
に
の
ぼ
る
。
通
覧
し
て
、
そ
の
詩
の
題
と
と
も
に
語
句
を
挙
げ
て
み
る
と
、

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
逃
禅
」
（
「
偶
題
」
、
二
〇
歳
）

「
病
禅
」
（
「
歳
暮
雜
感
」
、
二
三
歳
）

「
病
禅
」
（
「
新
正
三
日
書
懐
」
、
二
五
歳
）

「
禅
榻
」
（
「
題
舟
江
嬉
春
圖
」
、
二
五
歳
）

「
竹
林
禅
」
（
「
寄
居
村
舍
雜
詠
次
藍
川
養
病
詩
屋
原
韻
」
、
二
五
歳
）

「
不
在
禅
」
（
「
消
夏
六
詠
用
蔭
山
晩
香
韻
」
、
二
五
歳
）

「
參
禅
」
（
「
題
玉
峰
小
稿
後
四
首

折
二
」
、
二
五
歳
）

「
禅
追
蘇
晋
」
（
「
佛
前
飮
酒
浩
然
有
得
次
張
船
山
韻
」
、
二
五
歳
）

「
真
禅
」
（
「
佛
前
飮
酒
浩
然
有
得
次
張
船
山
韻
」(

1)

、
二
五
歳
）

「
問
禅
（
「
贈
立
阿
師
」
、
二
八
歳
）

「
通
禅
」
（
「
鬢
絲
禪
榻
小
影
」
、
三
五
歳
）

「
談
禅
」
（
「
清
河
陳
中
即
事
」
、
四
六
歳
）

他
、
遺
墨
中
に
一
首
（
「
通
禅
」
、
四
〇
歳
）
、
ま
た
、
五
峰
研
究
に
と
っ
て
、

極
め
て
重
要
な
文
献
資
料
の
一
つ
で
あ
る
『
五
峰
餘
影
』（
昭
和
四
・
一
九
二

九
年
、
阪
口
献
吉
編
輯
）
に
も
一
首
（
「
不
解
禪
」
、
年
齢
不
詳
）
が
あ
る
。

『
五
峰
餘
影
』
に
収
録
さ
れ
る
市
島
謙
吉
に
よ
る
「
五
峰
君
の
絶
作
」(

2)
で
は
、（

前
略
）
君
は
幼
少
の
頃
父
母
の
言
ひ
つ
け
に
毎
朝
必
ず
普
門
品
を
讀

め
と
言
は
れ
盛
に
讀
ん
だ
も
の
だ
け
れ
ど
、
君
は
「
自
分
は
禪
を
解
し



漢詩人としての阪口五峰（田春娟）

(22)

な
い
人
間
で
父
母
の
歿
後
は
観
音
の
お
詣
り
も
せ
ず
詩
の
佛
さ
ん
ば
か

り
を
お
詣
り
し
て
ナ
ム
賈
島
佛
々
と
ば
か
り
言
つ
て
ゐ
た
」
と
言
は
れ

た
。
之
に
も
一
詩
が
あ
る
。

爺
嬢
禱
子
大
慈
前
。

兒
也
生
來
不
解
禪

．
．
．
。
（
傍
点
筆
者
）

除
夕
還
修
祭
詩
典
。

南
無
島
佛
一
年
々
。

父
母
禱
子
観
音
大
士
而
生
予
以
故
先
子
在
日
毎
朝
必
誦
普
門
品
蓋

家
世
屬
真
宗
其
誦
普
門
品
異
例
也

と
、
五
峰
と
禅
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

右
の
詩
が
発
見
さ
れ
た
時
期(

3)

は
既
に
五
峰
没
後
の
こ
と
で
あ
る
し
、
い

つ
作
詩
さ
れ
た
か
を
確
認
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、

こ
の
詩
で
五
峰
自
身
は
「
不
解
禪
（
禅
を
理
解
し
な
い
）
」
と
言
っ
て
い
る
が
、

『
五
峰
遺
稿
』
に
使
わ
れ
て
い
る
「
禪
」
に
関
す
る
詩
を
探
っ
て
み
る
と
、

前
掲
の
よ
う
に
「
逃
禪
」
、
「
病
禪
」
、
「
通
禪
」
な
ど
多
彩
な
語
句
を
用
い
た

詩
が
あ
り
、
五
峰
の
禅
に
対
す
る
興
味
は
浅
く
な
く
、
実
は
多
彩
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
五
峰
の
漢
詩
に
出
て
く
る
「
禪
」
に
関
す
る
詩
中
、

「
逃
禪
」
、
「
病
禪
」
の
二
つ
に
限
定
し
た
う
え
で
、
漢
詩
人
で
あ
る
五
峰
が

「
禪
」
を
通
し
て
、
如
何
な
る
境
地
を
表
現
し
た
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
分

析
を
進
め
た
い
。
具
体
的
に
は
、
少
壮
期
に
は
な
か
な
か
理
解
で
き
な
か
っ

た
「
禪
」
へ
の
理
解
が
、
そ
の
後
の
人
生
の
積
み
重
ね
や
漢
学
・
仏
教
な
ど

の
勉
学
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
の
か
、
何
の
た
め
に
、「
禪
」

へ
の
理
解
を
求
め
て
い
た
の
か
。
そ
の
禅
に
対
峙
す
る
心
境
を
探
っ
て
み
た

い
と
思
う
。

た
と
え
ば
、
右
に
紹
介
し
た
市
島
春
城(

4)

が
五
峰
詩
と
し
て
引
用
し
た
文

に
見
え
る
「
不
解
禪
」
と
、「
逃
禪
」
を
用
い
た
上
記
「
偶
題
」
と
題
す
二
〇

歳
の
作
詩
の
間
に
、
注
目
す
べ
き
「
梅
花
丈
室
歌
」（
一
九
歳
）
と
い
う
詩
が

あ
り
、
中
に
「
維
摩
居
士
」
と
い
う
語
彙
や
、『
維
摩
詰
所
説
經
』
の
内
容
な

ど
を
散
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、「
虚
白
」
、「
道
人
」
、「
混
沌
七
竅
」
な
ど

の
道
家
的
な
言
語
も
見
出
せ
る
。
文
人
と
し
て
、
仏
教
の
経
文
や
道
教
・
道

家
的
な
書
物
を
通
覧
す
る
の
は
珍
し
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
作
詩
の

中
で
わ
ざ
わ
ざ
「
維
摩
居
士
」
と
い
う
固
有
名
詞
や
「
文
殊
問
疾
」
、
「
天
女

散
花
」
、
「
混
沌
七
竅
」
と
い
っ
た
内
容
に
歴
々
と
し
て
綯
い
混
ぜ
な
が
ら
触

れ
て
い
る
の
は
、
か
な
り
特
殊
な
事
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

五
峰
詩
の
「
禪
」
に
関
す
る
用
語
の
出
典
の
有
無
を
、
中
国
の
古
典
文
学
に

見
出
し
比
較
し
な
が
ら
、
論
を
起
こ
す
こ
と
と
す
る
。

一
、
五
峰
詩
「
偶
題
」
と
杜
甫
詩
「
飲
中
八
仙
歌
」
に
み
る
「
逃

禪
」ま

ず
、『
五
峰
遺
稿
（
上
）
』
中
「
偶
題(

5)

」
と
題
す
る
詩
を
取
り
上
げ
る
。

病
來
未
斷
酒
因
縁

病
み
来
る
も
未
だ
酒
の
因
縁
を
断
た
ず

尚
誦
長
齋
繍
佛
篇

尚
お
誦
す
長
齋
繍
佛
の
篇

明
日
提
壺
與
僧
醉

明
日
は
壺
を
提
げ
て
僧
と
與
に
醉
は
ん

風
流
蘇
晋
是
逃
禪

風
流
蘇
晋
是
れ
逃
禅
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こ
の
七
言
絶
句
の
大
意
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
病
に
か
か
っ
て
も
、
酒

と
の
因
縁
を
断
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
即
ち
、
禁
酒
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

心
中
で
は
、
依
然
と
し
て
杜
甫
の
「
長
齊
繍
佛
」
と
い
う
詩
篇
を
誦
し
て
い

る
。
気
持
ち
と
し
て
は
、
明
日
、
酒
壺
を
持
っ
て
行
き
、
和
尚
さ
ん
と
一
緒

に
酔
っ
て
、
風
雅
を
楽
し
む
蘇
晋
の
よ
う
に
禅
の
世
界
に
逃
げ
た
い
も
の
だ
。

ま
ず
、
起
句
の
「
病
來
未
斷
酒
因
縁
」
を
検
討
し
よ
う
。
こ
の
詩
は
『
五

峰
遺
稿
』
の
収
録
位
置
か
ら
す
る
と
、
五
峰
二
○
歳
（
明
治
一
一
年
）
の
も

の
だ
と
推
測
で
き
る
が
、
し
か
し
、
詩
中
に
出
て
い
る
「
病
」
に
関
す
る
話

題
は
、
そ
れ
ま
で
の
五
峰
年
譜
に
は
見
え
な
い
。
『
五
峰
餘
影
』(

6)

の
「
五

峰
・
阪
口
仁
一
郎
小
傳
」
の
「
三
、
青
年
時
代
」
に
友
人
の
「
山
際
操
氏
談
」

が
載
り
、私

は
明
治
十
年
頃
新
潟
に
居
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
五
峰
君
は
阿
賀
浦

村
か
ら
突
然
自
分
を
新
潟
に
來
訪
し
、
そ
の
後
屢
々
往
來
し
て
互
に
作

詩
の
唱
和
を
試
み
る
と
言
ふ
間
柄
と
な
り
ま
し
た
。
十
一
、
二
年
頃
で

し
た
か
五
峰
君
が
さ
う
重
く
な
い
病
氣
で
一
、
二
ヶ
月
新
潟
病
院
へ
入

院
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
當
時
自
分
は
関
屋
に
住
ん
で
ゐ
て
ほ
ど

遠
か
ら
ぬ
こ
と
で
も
あ
り
始
終
訪
ね
て
は
詩
文
の
交
は
り
を
し
て
ゐ
ま

し
た
。

此
時
分
の
社
中
で
は
水
落
鸕
水
（
名
は
璋
之
助
、
柏
崎
の
人
、
當
時

醫
學
校
生
徒
）
や
小
林
二
郎
、
丸
岡
南
陵
（
佐
渡
の
詩
人
で
社
中
の
大

家
、
折
々
新
潟
へ
來
て
は
唱
和
し
た
）
諸
橋
田
龍
の
諸
家
で
あ
つ
た
が

五
峰
君
は
廿
歳
か
廿
一
歳
の
最
年
少
者
で
、
し
か
も
詩
に
は
天
才
あ
り
、

す
で
に
社
中
に
頭
角
を
現
は
し
て
ゐ
ま
し
た
。
（
後
略
）

と
い
う
証
言
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
五
峰
の
「
偶
題
」
詩
に
言
及
さ
れ

て
い
る
「
病
」
は
ち
ょ
う
ど
、「
偶
題
」
詩
を
作
っ
た
の
と
同
じ
明
治
一
一
年
、

五
峰
が
あ
ま
り
重
く
な
い
病
気
で
、
一
、
二
ヶ
月
ぐ
ら
い
新
潟
病
院
で
入
院

し
、
治
療
を
受
け
た
こ
と
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
同
じ
く
年
譜
に
よ
る
と
、
二

〇
歳
ご
ろ
の
五
峰
は
既
に
郡
会
議
員
で
あ
る
。
そ
の
上
、
引
用
し
た
山
際
操

の
証
言
か
ら
見
れ
ば
、
当
時
の
五
峰
は
政
界
に
頭
角
を
現
し
た
だ
け
で
は
な

く
、
詩
社
で
も
才
気
が
あ
る
若
手
詩
人
と
見
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
七
言
絶
句
の
全
体
観
を
把
握
す
る
と
、
最
後
に
、「
風
流
蘇
晋
是
逃
禪
」

と
詠
い
、
自
分
の
こ
と
を
蘇
晋
に
な
ぞ
ら
え
、
蘇
晋
の
よ
う
に
酔
っ
払
い
、

禅
の
世
界
に
逃
げ
よ
う
と
言
っ
て
、
結
ば
れ
て
い
る
。
古
人
を
通
し
て
、
自

己
の
理
想
を
告
白
し
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

問
題
は
、
二
句
目
の
「
尚
誦
長
齋
繍
佛
篇
」
と
い
う
承
句
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
杜
甫
（
七
一
二
年
～
七
七
〇
年
）
の
「
飮
中
八
仙
歌(

7)

」
を
典
拠
と
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
二
句
目
の
真
意
を
解
釈
す
べ
く
、
杜
甫
詩
と
比

較
し
て
み
た
い
。
文
字
通
り
「
飲
中
八
仙
歌
」
に
酒
仙
と
し
て
登
場
す
る
人

物
八
人
中
、
五
人
目
の
蘇
晋
の
名
が
五
峰
詩
に
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
蘇
晋

に
つ
い
て
の
「
飲
中
八
仙
歌
」
中
の
詩
句
は
、

蘇
晋
長
齋
繍
佛
前
。

蘇
晋
は
長
齋
す
繍
佛
の
前

醉
中
往
往
愛
逃
禪
。

醉
中
往
往
に
し
て
逃
禅
を
愛
す
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と
な
っ
て
い
て
、
こ
の
部
分
か
ら
、
五
峰
詩
「
偶
題
」
の
「
尚
誦
長
齋
繍
佛

篇
」「
風
流
蘇
晋
是
逃
禪
」
が
、｢

飲
中
八
仙
歌｣

を
典
拠
と
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
る
。
つ
ま
り
五
峰
は
、
病
に
か
か
っ
て
い
て
も
、
酒
を
止
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
自
分
を
、「
飲
中
八
仙
歌
」
の
蘇
晋
に
な
ぞ
ら
え
て
い
た
の
で
あ

る
。
転
句
で
あ
る
「
明
日
提
壺
與
僧
醉
」
と
い
う
の
は
、
五
峰
の
願
望
だ
ろ

う
。「
長
齋
繍
佛
」
と
い
っ
た
詩
文
を
諳
ん
じ
て
い
る
う
ち
に
、
蘇
晋
の
よ
う

な
飲
酒
に
憧
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
酒
を
飲
む
相
手
の
「
僧
」
が
誰
な
の

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
、
一
般
に
厳
粛
な
社
会
的
立
場
の
僧
侶
を

引
き
合
い
に
登
場
さ
せ
た
の
は
、
五
峰
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
作
文
で
あ
る
。
そ

し
て
、
最
後
に
結
句
で
は
「
風
流
蘇
晋
是
逃
禪
」
と
、
自
分
の
飲
酒
を
か
の

酒
仙
・
蘇
晋
の
逃
禅
に
な
ぞ
ら
え
て
詠
い
お
さ
め
て
い
る
。

次
に
、
五
峰
が
意
識
し
た
「
逃
禪(

8)

」
の
語
句
の
意
味
合
い
を
掘
り
下
げ

て
み
た
い
。
ま
ず
、
先
人
に
遡
っ
て
、『
杜
詩
叢
刊
』(

9)
に
収
め
ら
れ
た
「
飲

中
八
仙
歌
」
の
諸
注
釈
の
中
に
は
、
「
醉
中
往
往
愛
逃
禪
」
に
つ
い
て
、
「
禪

か
ら
逃
げ
て
酒
に
浸
る
」(

10)

と
い
う
解
釈
と
「
酒
を
飲
む
こ
と
で
禪
に
逃
げ

る
」(

11)

と
い
う
両
様
の
解
釈
が
あ
る
。

ま
た
、
五
峰
が
師
事
し
た
森
春
濤
の
子
・
槐
南
の
『
杜
詩
講
義

下
巻
』

(

12)

に
は
、
「
逃
禪
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
説
明
が
書
か
れ
て
い
る
。

其
次
は
蘇
晋
、
是
は
戸
部
侍
郎
と
云
ふ
様
な
官
に
登
り
ま
し
た
人
で
あ

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
平
生
極
め
て
酒
を
愛
し
て
居
つ
た
人
で
あ
り
ま
し

て
、
世
の
中
の
蒼
蝿
い
こ
と
は
打
遣
つ
て
置
い
て
、
何
時
で
も
佛
前
で

酒
を
飲
ん
で
楽
ん
で
居
ら
れ
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
長
齋
と
云

ふ
の
は
。
佛
前
に
居
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
肴
は
食
べ
ま
せ
ぬ
、
唯

だ
酒
ば
か
り
飲
ん
で
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
逃
禪
と
申
し
ま
す
の
は
、

解
釋
が
二
様
あ
り
ま
し
て
、
或
る
説
に
據
り
ま
す
と
、
禪
を
逃
れ
る
と

云
ふ
の
で
、
佛
前
で
物
忌
み
を
し
て
御
座
る
け
れ
ど
も
、
酒
を
飲
む
か

ら
、
此
處
ば
か
り
は
破
戒
を
す
る
、
斯
う
云
ふ
意
味
で
あ
る
と
云
ふ
の

で
あ
り
ま
す
が
、
併
し
逃
禪
を
破
戒
と
云
ふ
の
は
、
餘
程
可
笑
な
解
釋

で
あ
り
ま
し
て
、
矢
張
り
禪
に
逃
れ
る
と
云
ふ
方
に
解
き
ま
し
て
、
醉

中
で
あ
り
な
が
ら
、
佛
を
信
じ
て
居
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
佛
前

に
行
つ
て
、
一
切
の
世
事
を
打
ち
棄
て
ゝ
、
唯
だ
酒
を
飲
ん
で
楽
ん
で

居
ら
れ
る
、
と
云
ふ
た
方
が
宜
し
い
と
思
ひ
ま
す
。

こ
の
森
槐
南
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、「
逃
禪
」
は
禅
に
逃
げ
る
こ
と
で
あ
る
と

同
時
に
、
酒
に
逃
げ
る
こ
と
で
も
あ
る
。
仏
前
に
行
っ
て
、
全
て
の
俗
世
間

の
こ
と
を
投
げ
捨
て
て
、
酒
を
飲
ん
で
楽
し
む
の
が
、
禅
の
境
地
で
も
あ
る

と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
倣
い
、
五
峰
は
杜
甫
の
「
逃
禪
」
を
、
酒
を
飲

ん
で
「
禪
に
逃
げ
る
」
と
解
釈
し
、
そ
れ
を
自
ら
の
詩
に
用
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
二
五
歳
に
作
詩
し
た
「
佛
前
飮
酒
浩
然
有
得
次
張
船

山
韻(

13)

」
と
題
す
る
詩
中
に
用
い
ら
れ
た
類
似
の
詩
句
か
ら
も
明
ら
か
に
な

る
。
そ
の
頸
聯
に
、

禪．
追
蘇
晋
逃．
于
酒

禅
は

蘇
晋
を
追
い
て

酒
に
逃
げ

詩．
仿
長
江
祭．
以
杯

詩
は

長
江
に
仿
い
て

祭
る
に
杯
を
以
て
す

（
傍
点
筆
者
）
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と
あ
り
、
そ
の
前
半
は
「
禅
に
つ
い
て
は
蘇
晋
に
倣
っ
て
酒
に
逃
げ
よ
う
」

と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、「
逃
禅
」
は
禅
か
ら
逃
げ
る
の
で
は
な
く
、
酒
を
飲

ん
で
禅
に
逃
げ
る
こ
と
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

で
は
、
五
峰
が
酒
を
飲
み
つ
つ
禅
の
世
界
に
逃
れ
入
る
の
は
何
故
か
。
再

び
、
五
峰
七
言
律
詩
「
佛
前
飮
酒
浩
然
有
得
次
張
船
山
韻
」
の
頸
聯
に
注
目

す
る
。禪．

追
蘇
晋
逃．
于
酒

禅
は

蘇
晋
を
追
い
て

酒
に
逃
げ

詩．
仿
長
江
祭．
以
杯

詩
は

長
江
に
仿
い
て

祭
る
に
杯
を
以
て
す

（
傍
点
筆
者
）

こ
の
対
句
は
、
蘇
晋
の
「
逃
禪
」
と
、
中
唐
詩
人
・
賈
島(

14)

（
（
七
七
九
～

八
四
三
）
長
江
県
（
今
の
四
川
省
）
の
主
簿
と
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
「
長
江
」

と
言
う
。
）
の
「
祭
詩
」
と
の
話
を
借
り
、
「
禪
」
と
「
詩
」
と
の
関
係
を
語

っ
て
い
る
。
先
述
し
た
蘇
晋
「
逃
禪
」
の
例
は
、
杜
甫
詩
「
飲
中
八
仙
歌
」

が
出
典
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
賈
島
の
「
祭
詩
」
の
話
は
、

『
雲
仙
雜
記
』
に
「
賈
島
常
以
歳
除
取
一
年
所
得
詩
祭
以
酒
脯
曰
労
吾
精
神

以
是
補
之(

15)

」
と
記
し
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
賈
島
は
常
に
大
晦
日
に
自
分

の
そ
の
年
の
詩
を
、
酒
と
肴
を
以
っ
て
祭
り
、
自
分
で
自
分
を
激
励
し
た
の

で
あ
る
。
ま
た
、「
禪
」
、「
詩
」
、「
賈
島
」
に
関
連
あ
る
詩
が
五
峰
に
は
あ
る
。

本
論
文
の
「
は
じ
め
に
」
で
紹
介
し
た
「
不
解
禪
」
に
つ
い
て
の
七
言
絶
句

を
振
り
返
っ
て
見
よ
う
。

爺
嬢
禱
子
大
慈
前
。

兒
也
生
來
不
解
禪

．
．
．
。

除
夕
還
修
祭
詩
．
．
典
。

南
無
島
佛
．
．
一
年
々
。

（
傍
点
筆
者
）

「
島
佛
」
は
五
峰
自
ら
「
詩
の
佛
さ
ん
ば
か
り
を
お
詣
り
し
て
ナ
ム
賈
島

佛
々
と
ば
か
り
言
つ
て
ゐ
た
」
と
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

賈
島
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
五
峰
に
と
っ
て
、
賈
島
は
詩
の
仏
の
よ
う
な

存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
度
、
五
峰
詩
「
佛
前
飮
酒
浩
然
有
得
次
張
船
山
韻
」
に
戻

り
、
そ
の
頸
聯
の
大
意
は
、「
禪
」
は
、
蘇
晋
の
よ
う
に
酒
に
逃
れ
入
り
、「
詩
」

は
、
賈
島
の
よ
う
に
酒
を
以
っ
て
祭
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
は
、
同
一
の
境
地
の
別
な
表
現
だ
と
思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
五
峰
の

「
禪
」
は
、「
禪
」
そ
れ
自
体
を
求
め
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
詩
を
創
作
で

き
る
雰
囲
気
や
境
地
へ
の
希
求
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
五
峰
の
禅
に
つ
い
て
の
関
心
は
、
こ
れ
ら
の
詩
以
前
か

ら
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
禅
と
か
か
わ
り
の
深
い
『
維

摩
詰
所
説
經
』
に
言
及
す
る
詩
句
が
、
二
〇
歳
以
前
の
五
峰
の
漢
詩
に
早
く

も
散
見
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。「
梅
花
丈
室
歌
」
と
題
す
る
そ
の
詩
を
次
に
取

り
上
げ
る
。

二
、『
維
摩
詰
所
説
經(

16

)

』
と
道
家
と
詩
作
―
「
梅
花
丈
室
歌(

17

)

」

こ
の
詩
は
『
五
峰
遺
稿
』
の
編
集
順
か
ら
す
る
と
、
先
に
触
れ
た
二
〇
歳
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作
「
偶
題
」
よ
り
早
く
、
す
な
わ
ち
一
九
歳
ご
ろ
に
作
詩
さ
れ
た
と
推
測
さ

れ
る
。梅

花
丈
室
歌

梅
花
丈
室
の
歌

十
笏
之
室
生
虚
白

十
笏
之
室
虚
白
を
生
ず

靈
芬
直
欲
浄
吟
魄

霊
芬
直
ち
に
吟
魄
を
浄
せ
ん
と
欲
す

四
邊
環
植
萬
梅
花

四
辺
環
植
す
萬
梅
花

春
來
滿
地
暖
雪
積

春
来
り
て
地
を
満
た
し
て
暖
雪
積
る

夜
月
玲
瓏
蘂
珠
宮

夜
月
玲
瓏
た
り
蕊
珠
宮

繁
花
穠
蕊
衆
香
國

繁
華
穠
蕊
衆
香
國

道
人
林
下
開
道
場

道
人
林
下
に
道
場
を
開
く

左
右
獺
祭
書
滿
牀

左
右
獺
祭
書
床
に
満
つ

手
持
游
戲
一
枝
筆

手
に
持
ち
遊
戯
す
一
枝
の
筆

咳
唾
成
珠
千
百
章

咳
唾
珠
を
成
す
千
百
の
章

有
時
閉
門
不
敢
出

時
有
て
閉
門
し
て
敢
え
て
出
で
ず

經
營
慘
澹
日
抱
膝

経
営
惨
澹

日
に
抱
膝
す

混
沌
七
竅
苦
鑿
開

混
沌
の
七
竅
鑿
開
に
苦
し
む

夢
見
文
殊
來
問
疾

夢
に
見
る
文
殊
の
疾
を
問
い
に
来
た
る
を

豈
知
道
人
詩
通
神

豈
に
道
人
の
詩
の
神
に
通
ず
る
を
知
ら
ん
や

妙
想
彌
漫
六
合
間

妙
想
彌
漫
す
六
合
の
間

無
物
無
事
不
網
羅

物
と
し
て
事
と
し
て
網
羅
せ
ざ
る
無
く

悉
入
詩
中
別
有
天

悉
く
詩
中
に
入
り
て

別
に
天
有
り

譬
諸
維
摩
居
士
浄
明
室
咫
尺

諸
を
譬
え
ん
維
摩
居
士
が
浄
明
室
の

咫
尺

収
容
八
萬
由
旬
須
彌
山

八
万
由
旬
の
須
彌
山
を
収
容
す
る
に

道
人
亦
存
廣
長
舌

道
人
亦
た
廣
長
舌
を
存
す

如
何
方
門
向
人
説

如
何
が
方
門
人
に
向
か
い
て
説
か
ん

興
旺
現
出
匡
鼎
身

興
旺
に
現
出
す
匡
鼎
の
身

解
頥
自
驚
太
妙
絶

解
頥
し
て
自
ら
驚
く
太
妙
絶

諸
天
縹
縹
春
雲
開

諸
天
縹
縹
と
し
て
春
雲
開
く

百
千
諸
佛
安
在
哉

百
千
の
諸
仏
い
づ
こ
に
在
ら
ん
や

香
南
雪
北
不
知
處

香
南
雪
北
処
を
知
ら
ず

髣
髴
散
花
天
女
來

髣
髴
す
花
を
散
ら
し
て
天
女
来
た
る
を

大
意
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
狭
い
部
屋
の
中
に
い
る
と
純
白
の
心(

18)

が
生
ず
る
。
優
れ
た
よ
い
梅
の
香
り
は
、
直
ち
に
詩
歌
を
作
る
心
を
浄
化
し

よ
う
と
す
る
。
そ
の
部
屋
の
周
囲
に
は
、
数
え
切
れ
ぬ
ほ
ど
の
梅
の
花
が
植

え
て
あ
る
。
春
が
来
て
地
面
い
っ
ぱ
い
に
暖
か
い
雪
（
の
よ
う
な
梅
の
花
び

ら
）
が
積
っ
て
い
る
。
夜
の
月
が
玲
瓏
と
輝
い
て
仙
宮
の
よ
う
で
あ
り
、
沢

山
の
花
が
乱
れ
咲
い
て
衆
香
國
の
よ
う
で
あ
る
。
道
人
は
林
下
に
道
場
を
開

い
た
。
左
右
に
は
獺
祭
の
よ
う
に
寝
台
が
書
籍
で
一
杯
で
あ
る
。
手
に
筆
を

持
っ
て
遊
べ
ば
、
片
言
隻
語
が
悉
く
珠
玉
の
章
句
と
成
る
。
あ
る
時
、
門
を

閉
ざ
し
、
敢
え
て
外
に
出
ず
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
思
案
を
め
ぐ
ら
し
て
、
日
々
、

ひ
ざ
を
か
か
え
て
、
混
沌
の
七
竅(

19)

を
彫
る
の
に
苦
し
む
よ
う
に
し
て
い
た

ら
、
夢
に
文
殊
菩
薩
が
見
舞
い
に
来
た
。
ど
う
し
て
道
人
の
詩
が
神
に
通
じ
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た
の
か
、
妙
想
は
天
地
四
方
の
間
に
広
が
り
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
事
が
残
ら

ず
そ
こ
に
包
含
さ
れ
、
悉
く
詩
の
中
に
入
っ
て
別
天
地
が
出
現
し
た
。
例
え

ば
維
摩
居
士
の
狭
い
浄
明
室
の
中
に
、
八
万
由
旬(

20)

の
広
大
な
須
彌
山(

21)

を
収
容
す
る
よ
う
な
も
の
。
道
人
も
釈
迦
の
よ
う
に
勝
れ
た
弁
舌
を
持
っ
て

い
て
も
、
方
便
を
い
か
に
人
に
向
か
っ
て
説
く
べ
き
か
。
匡
鼎(

22)

の
身
が
勢

い
よ
く
出
現
し
、
破
顔
一
笑
そ
の
大
妙
絶
に
自
ら
驚
く
。
も
ろ
も
ろ
の
天
上

界
で
は
縹
渺
と
し
て
春
の
雲
が
開
き
、
大
勢
の
仏
様
達
は
ど
こ
に
い
る
の
か
。

天
竺
の
香
醉
山
の
南
、
大
雪
山
の
北
、
い
た
る
と
こ
ろ
、
花
を
ま
き
ち
ら
し

な
が
ら
天
女
が
や
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
は
じ
め
に
本
詩
に
お
け
る
仏
教
の
『
維
摩
詰
所
説
經(

23)

』
（
以
下

『
維
摩
経
』
と
呼
ぶ
。
）
の
影
響
を
記
述
す
る
。
五
峰
詩
「
梅
花
丈
室
歌
」
の

語
彙
・
構
成
か
ら
見
れ
ば
、
『
維
摩
経
』
と
道
家
思
想
と
の
関
わ
り
が
深
い
。

例
え
ば
、
最
初
の
句
は
「
十
笏
之
室
生
虚
白
」
で
あ
る
が
、
こ
の
「
十
笏(

24)

之
室
」
と
い
う
の
は
、
維
摩
居
士
の
部
屋
を
指
す
の
に
用
い
ら
れ
た
言
葉
で

あ
る(

25)

。
ま
た
、
こ
れ
と
対
に
な
っ
て
い
る
言
葉
「
虚
白
」
は
『
荘
子
・
人

間
世
』
の
「
瞻
彼
闋
者
、
虚
室
生
白
、
吉
祥
止
止
」
を
出
典
と
す
る
。
ま
た
、

「
夜
月
玲
瓏
蘂
珠
宮
」
の
「
蘂
珠
宮
」
は
仙
宮
で
あ
り
、「
繁
花
穠
蕊
衆
香
國
」

の
「
衆
香
國
」
は
、『
維
摩
経
』
の
「
香
積
佛
品
第
十
」(

26)

に
典
拠
が
あ
る
。

「
夢
見
文
殊
來
問
疾
」
と
い
う
詩
句
は
、『
維
摩
経
』
の
「
文
殊
師
利
問
疾

品
第
五
」
で
、
維
摩
の
病
を
仏
の
命
に
よ
り
、
文
殊
が
見
舞
う
話
か
ら
来
て

い
る
。
（
「
爾
時
佛
告
文
殊
師
利
。
汝
行
詣
維
摩
詰
問
疾
。
」(

27)

）
夢
に
文
殊

が
現
れ
た
の
が
、
維
摩
に
文
殊
が
現
れ
た
よ
う
だ
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
こ

の
後
の
詩
句
「
譬
諸
維
摩
居
士
浄
明
室
咫
尺

収
容
八
萬
由
旬
須
彌
山
」
で

は
、
直
接
に
「
維
摩
居
士
」
の
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
『
維
摩
経
』

の
「
不
思
議
品
第
六
」(

28)

に
あ
る
以
下
の
よ
う
な
経
文
を
典
拠
と
し
て
い
る
。

（
前
略
）
東
方
度
三
十
六
恒
河
沙
國
有
世
界
。
名
須
彌
相
。
其
佛
號
須

彌
燈
王
。
今
現
在
。
彼
佛
身
長
八
萬
四
千
由
旬
。
其
師
子
座
高
八
萬
四

千
由
旬
嚴
飾
第
一
。
於
是
長
者
維
摩
詰
。
現
神
通
力
。
即
時
彼
佛
遣
三

萬
二
千
師
子
座
高
廣
嚴
浄
。
來
入
維
摩
詰
室
。
（
後
略
）(

29)

。

上
記
経
文
の
よ
う
に
維
摩
居
士
の
十
笏
し
か
な
い
丈
室
に
、
八
万
由
旬
の

須
弥
山
が
入
れ
ら
れ
た
。
五
峰
は
文
殊
が
夢
に
現
れ
た
の
を
描
い
た
後
、
四

句
を
も
っ
て
、
詩
作
の
世
界
を
描
く
。
こ
の
「
梅
花
丈
室
歌
」
の
最
後
を
締

め
く
く
る
「
香
南
雪
北
不
知
處

髣
髴
散
花
天
女
來
」
の
詩
句
の
中
の
「
香

南
雪
北
」
「
散
花
天
女
」
と
い
う
言
葉
は
、
仏
教
と
関
係
あ
る
語
彙
で
あ
る
。

例
え
ば
、
『
景
徳
傳
燈
録(

30)

』
に
、
「
（
前
略
）
問
金
粟
如
來
爲
什
麼
却
降
釋

迦
會
裏
。
師
曰
。
香
山
南
雪
山
北
。
（
後
略
）
」
と
あ
り
、
「
香
山
南
雪
山
北
」

と
い
う
の
は
、
天
竺
の
香
醉
山
の
南
、
大
雪
山
の
北
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

ま
た
、『
維
摩
経
』「
觀
衆
生
品
第
七
」(

31)

に
は
、
以
下
の
よ
う
に
天
女
が
菩

薩
ら
の
頭
上
に
花
を
撒
く
話
が
あ
る
。

（
前
略
）
時
維
摩
詰
室
有
一
天
女
。
見
諸
大
人
聞
所
説
法
便
現
其
身
。

即
以
天
華
散
諸
菩
薩
大
弟
子
上
。
華
至
諸
菩
薩
即
皆
墮
落
。
至
大
弟
子

便
著
不
墮
。
一
切
弟
子
神
力
去
華
不
能
令
去
。
爾
時
天
女
問
舍
利
弗
。

何
故
去
華
。
答
曰
。
此
華
不
如
法
是
以
去
之
天
曰
勿
謂
此
華
爲
不
如
法
。
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所
以
者
何
。
是
華
無
所
分
別
。
仁
者
自
生
分
別
想
耳
。
若
於
佛
法
出
家

有
所
分
別
爲
不
如
法
。
若
無
所
分
別
是
則
如
法
。
觀
諸
菩
薩
華
不
著
者
。

已
斷
一
切
分
別
想
故
。
（
後
略
）

こ
れ
を
読
め
ば
、
五
峰
詩
「
梅
花
丈
室
歌
」
の
最
後
の
一
句
「
髣
髴
散
花

天
女
來
」
も
、『
維
摩
経
』
に
由
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。五

峰
詩
「
梅
花
丈
室
歌
」
に
は
、
作
詩
に
関
す
る
語
句
が
い
く
つ
か
あ
る
。

ま
ず
冒
頭
二
句
目
を
再
掲
す
る
。

十
笏
之
室
生
虚
白

靈
芬
直
欲
浄
吟
魄

「
梅
花
丈
室
」
で
あ
る
「
十
笏
之
室
」
に
い
る
と
精
神
は
純
粋
に
な
り
、

「
梅
花
」
の
香
り
は
五
峰
の
「
吟
魄
」
詩
精
神
を
た
だ
ち
に
浄
化
し
て
く
れ

る
。
次
の
詩
句
に
出
て
い
る
「
蘂
珠
宮
」
や
「
衆
香
國
」
も
、
全
て
「
梅
花

丈
室
」
の
こ
と
を
描
写
し
て
い
る
。

四
邊
環
植
萬
梅
花

春
來
滿
地
暖
雪
積

夜
月
玲
瓏
蘂
珠
宮

．
．
．

繁
花
穠
蕊
衆
香
國

．
．
．

（
傍
点
筆
者
）

こ
の
六
句
は
、
五
峰
が
作
詩
時
に
お
い
て
求
め
て
い
る
環
境
・
雰
囲
気
を

う
か
が
わ
せ
る
。

次
の
四
句
も
詩
作
の
心
境
に
関
係
す
る
。

道
人
林
下
開
道
場

左
右
獺
祭
書
滿
牀

手
持
游
戲
一
枝
筆

咳
唾
成
珠
千
百
章

道
人
と
は
「
神
仙
の
道
を
得
た
人
」
、
「
道
家
の
法
を
修
め
る
者
」
、
「
仏
法

に
歸
依
す
る
人
」
、「
俗
世
間
を
の
が
れ
た
人
」
な
ど(

32)

を
意
味
す
る
が
、
こ

こ
で
い
う
「
道
人
」
は
、
書
籍
を
寝
台
の
上
に
満
た
し
、
珠
玉
の
名
文
を
た

く
さ
ん
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
主
と
し
て
詩
人
を
意
味
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
「
咳
唾
成
珠
」
は
『
荘
子
』
「
秋
水
」
を
典
拠
と
す
る
言
葉
で

あ
り
、
後
、
文
詞
の
優
美
を
形
容
す
る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

次
の
二
句
、

有
時
閉
門
不
敢
出

經
營
慘
澹
日
抱
膝

は
、
詩
人
五
峰
の
苦
吟
の
有
様
を
表
現
し
て
い
る
。「
經
營
慘
澹
」
は
、
杜
甫

詩
「
丹
青
引

贈
曹
将
軍
覇
」
に
あ
る
詩
句
で
、
次
に
、
杜
詩
を
紹
介
す
る
。
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詔
謂
将
軍
拂
絹
素

詔
み
こ
と
の
り

し
て
将
軍
に
謂
ふ
絹
素
を
拂
へ
と

意
匠
慘
澹
經
營
中

意
匠
惨
澹
た
り
経
営
の
中

斯
須
九
重
真
龍
出

斯
須
九
重
真
龍
出
づ

一
洗
萬
古
凡
馬
空

万
古
の
凡
馬
を
一
洗
し
て
空
し

杜
甫
詩
「
丹
青
引
」
は
、
曹
覇
と
い
う
将
軍
の
人
物
伝
記
に
つ
い
て
描
か

れ
た
七
言
古
詩
で
あ
る
。
曹
将
軍
は
馬
を
描
く
の
が
得
意
で
あ
る
た
め
、
あ

る
日
、
玄
宗
皇
帝
は
、
曹
将
軍
に
玉
花
騘
と
称
す
馬
を
写
生
し
て
見
よ
と
命

じ
た
。
将
軍
は
こ
う
描
こ
う
か
、
あ
あ
描
こ
う
か
と
、
い
ろ
い
ろ
考
え
、
工

夫
を
凝
ら
し
、
絹
素
に
描
い
た
馬
は
ま
る
で
九
重
の
真
龍
（
駿
馬
の
意
味
）

の
よ
う
に
出
現
し
、
外
の
凡
馬
は
一
洗
さ
れ
、
周
辺
は
た
だ
空
し
く
な
る
ば

か
り
で
あ
っ
た(

33)

。

五
峰
の
「
經
營
慘
澹
日
抱
膝
」
の
「
經
營
慘
澹
」
も
、
杜
甫
詩
に
あ
る
「
慘

澹
經
營
」
の
よ
う
な
努
力
を
し
、
詩
作
に
尽
力
し
て
い
る
様
子
を
描
い
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

五
峰
の
詩
作
姿
勢
に
つ
い
て
は
、『
五
峰
餘
影
』
に
収
め
る
山
田
穀
城
の
「
懐

か
し
き
第
二
の
父(

34)

」
を
参
看
し
た
い
。

（
前
略
）
其
少
壮
時
代
に
在
つ
て
は
或
は
席
上
直
ち
に
作
を
成
す
と
言

つ
た
側
で
も
あ
つ
た
ら
う
が
、
其
後
の
先
生
は
文
字
が
豊
富
に
な
れ
ば

な
る
程
一
字
一
句
苟
も
せ
ず
、
寧
ろ
遅
吟
、
苦
吟
、
沈
吟
の
詩
人
と
な

つ
た
斯
う
し
て
漸
く
出
來
上
が
つ
て
も
尚
ほ
推
敲
に
時
日
を
費
し
て
定

稿
と
す
る
迄
に
は
容
易
で
な
か
つ
た
。
多
忙
で
あ
つ
た
先
生
は
、
縣
内

の
各
地
を
旅
行
中
、
山
村
水
郭
を
人
車
に
ゆ
ら
れ
な
が
ら
過
ぐ
る
際
に
、

静
か
に
途
上
の
風
光
を
見
て
詩
興
を
動
か
す
こ
と
が
最
も
多
い
と
聞
い

た
の
で
「
然
ら
ば
汽
車
中
は
如
何
で
す
」
と
問
ふ
た
處
、「
い
や
汽
車
は

人
が
混
雜
し
て
詩
作
に
適
せ
ぬ
。
併
し
徒
然
だ
か
ら
眼
を
閉
ぢ
て
將
棋

の
詰
手
を
考
へ
て
ゐ
る
」
と
答
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
（
後
略
）

右
の
山
田
の
回
想
か
ら
は
、
五
峰
は
少
壮
期
に
席
上
で
詩
を
即
吟
す
る
こ

と
が
で
き
た
が
、
勉
学
を
重
ね
、
知
識
を
蓄
積
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
た
や
す

く
作
詩
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
苦
吟
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
書
か
れ

て
い
る
が
、
一
九
歳
で
の
作
「
梅
花
丈
室
歌
」
の
「
有
時
閉
門
不
敢
出

經

營
慘
澹
日
抱
膝
」
と
い
う
詩
句
が
事
実
を
表
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
五
峰
の

詩
作
は
少
壮
期
か
ら
す
で
に
、「
遅
吟
」「
苦
吟
」「
沈
吟
」
で
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。

こ
れ
に
続
く
詩
句
は
「
混
沌
七
竅
苦
鑿
開

夢
見
文
殊
來
問
疾
」
で
あ
り
、

詩
作
に
お
い
て
、
『
荘
子
』
の
「
應
帝
王(

35)

」
の
中
の
渾
沌
に
つ
い
て
の
挿

話
と
維
摩
居
士
を
文
殊
菩
薩
が
見
舞
っ
た
話
に
触
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
詩

作
の
背
景
を
道
家
思
想
と
『
維
摩
経
』
の
世
界
の
二
つ
の
世
界
が
融
合
し
た

も
の
と
し
て
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
次
の
四
句
で
あ
る
。

豈
知
道
人
詩
通
神

妙
想
彌
漫
六
合
間

無
物
無
事
不
網
羅

悉
入
詩
中
別
有
天
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こ
こ
に
再
び
「
道
人
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。「
道
人
」
の
詩
は

神
に
通
じ
、
ま
た
、
そ
の
「
妙
想
」
は
天
地
の
間
に
広
が
り
、
そ
の
詩
的
世

界
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
物
事
が
網
羅
さ
れ
、
別
天
地
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
広

大
な
イ
メ
ー
ジ
は
仏
教
的
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
最
後
に
用
い
ら
れ
て
い
る

「
別
有
天
」
と
い
う
言
葉
は
、
李
白
詩
『
山
中
問
答
』
の
「
桃
花
流
水
窅
然

去
、
別
有
天
地
非
人
間
。
」
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
世
界

は
道
家
・
道
教
的
な
仙
境
を
意
味
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

最
後
の
四
句
、

諸
天
縹
縹
春
雲
開

百
千
諸
佛
安
在
哉

香
南
雪
北
不
知
處

髣
髴
散
花
天
女
來

は
、
し
た
が
っ
て
、
一
見
絢
爛
た
る
『
維
摩
経
』
的
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
の
よ

う
で
あ
る
が
、
実
は
仏
教
的
な
悟
り
の
世
界
を
表
現
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
詩
の
境
地
を
表
す
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
結
実
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
五
峰
は
『
維
摩
経
』
と
道
家
・
道
教
の
語
彙
を
用
い
、
自

ら
の
詩
作
を
道
家
の
思
想
や
維
摩
の
悟
り
と
重
ね
合
わ
せ
て
表
現
し
て
い
る

が
、
そ
れ
は
道
家
的
思
想
自
体
を
、
ま
た
、『
維
摩
経
』
的
悟
り
自
体
を
求
め

て
い
た
か
ら
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
詩
作
に
お
け
る

「
妙
想
」
で
あ
っ
て
、
自
ら
の
詩
の
世
界
の
中
で
、
道
家
的
隠
逸
思
想
と
『
維

摩
経
』
的
悟
り
の
融
合
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
以
前
拙
稿(

36)

で
論
じ
た
、
五
峰
の
仙
境
或
は
隠
逸
の
世
界
へ
の
憧
れ
へ

と
繋
が
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

五
峰
詩
「
梅
花
丈
室
歌
」
で
は
「
禪
」
と
い
う
文
字
は
使
わ
れ
て
は
い
な

い
が
、
そ
れ
は
『
維
摩
経
』
の
語
彙
と
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
五
峰
な
り
の
表

現
と
し
て
結
晶
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
五
峰
は
杜
甫
詩
「
飮
中
八
仙
歌
」
の

「
醉
中
往
往
逃
禪
を
愛
し
」
て
飲
酒
と
禅
を
一
致
さ
せ
た
蘇
晋
に
我
が
身
を

な
ぞ
ら
え
、『
維
摩
経
』
を
わ
が
も
の
と
し
て
自
ら
の
詩
の
世
界
を
『
維
摩
経
』

の
壮
大
華
麗
な
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
て
描
き
、
維
摩
の
法
を
説
く
方
便
と
し
て

の
仮
病
を
「
病
禪
」
と
称
し
て
、
自
ら
を
維
摩
に
な
ぞ
ら
え
た
の
で
あ
る
。

三
、
「
病
禪
」
―
五
峰
「
歳
暮
雜
感(

37

)

」
、
「
新
正
三
日
書
懐(

38

)

」

次
に
、「
病
禪
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
言
葉
は
『
五

峰
遺
稿
』
に
は
二
回
使
わ
れ
て
い
る
。
最
初
は
『
五
峰
遺
稿
』
上
巻
の
「
歳

暮
雜
感
」
に
お
い
て
で
あ
り
、
も
う
一
箇
所
は
同
じ
上
巻
の
「
新
正
三
日
書

懐
」
の
詩
中
で
あ
る
。
ま
ず
、
最
初
に
使
わ
れ
た
「
歳
暮
雜
感
」
を
見
よ
う
。

『
五
峰
遺
稿
』
の
編
集
順
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
五
峰
二
三
歳
の
作
詩
で
あ
る
。

綈

袍

恥

受

故

人

憐

綈
袍

恥
じ
て
受
く

故
人
の
憐
み

忍

凍

空

齋

夜

不

眠

凍
を
忍
ぶ
空
斎

夜
眠
ら
ず

散

逸

圖

書

歸

故

主
圖

書

遭

盜

近

日

皆

返

散

逸

の

図

書

故

主

に

帰

る

閴

寥

燈

火

照

殘

年

闃

寥

た

る

灯

火

残

年

を

照

ら

す
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誰

知

范

叔

眞

寒

士

誰

か

知

ら

ん

范

叔

が

真

の

寒

士

な

る

を

自

笑

維

摩

是

病

禪

自
ら
笑
う

維
摩
の
是
れ
病
禅
な
り
と

戸

隙

繽

紛

飛

雪

入

戸
の
隙
に
繽
紛
と
し
て
飛
雪
入
る

居

然

身

坐

散

花

前

居
然
と
し
て
身

散
花
の
前
に
坐
る

大
意
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
恥
ず
か
し
い
こ
と
に
綿
入
れ
の
着
物
を
友

人
か
ら
も
ら
っ
た
。
が
ら
ん
と
し
た
部
屋
で
寒
さ
に
耐
え
、
夜
に
な
っ
て
も

眠
れ
な
い
。
先
日
、
盗
難
に
遭
っ
て
散
逸
し
た
図
書
が
自
分
の
手
元
に
帰
っ

て
き
た
。
物
寂
し
く
静
か
な
と
も
し
火
が
残
り
の
年
を
照
ら
し
て
い
る
。
一

体
、
誰
が
范
叔
の
こ
と
を
本
当
に
貧
し
い
人
物
だ
と
思
う
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

は
維
摩
居
士
の
病
禅
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
い
、
自
ら
笑
う
。
戸
の
隙
間
か

ら
雪
が
繽
紛
と
入
っ
て
く
る
が
、
安
ら
か
な
気
持
ち
で
花
の
よ
う
に
散
る
雪

の
前
に
坐
っ
て
い
る
。

こ
の
七
言
律
詩
の
起
聯
の
前
半
、「
綈
袍
恥
受
故
人
憐
」
に
出
て
く
る
「
綈

袍
」
と
い
う
語
句
の
典
拠
は
、
司
馬
遷
の
『
史
記(

39)

』
（
范
睢
蔡
澤
列
伝
第

一
九
）
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
「
（
前
略
）
以
綈
袍
纞
纞
、
有
故
人
之
意
（
後

略
）
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
あ
ら
ま
し
を
記
す
と
、
戦
国
の
魏
の
人
で
あ
る
范

睢
（
字
叔
）
が
先
に
魏
の
大
臣
・
須
賈
に
仕
え
た
。
あ
る
時
、
范
叔
が
須
賈

と
と
も
に
、
魏
の
使
者
と
し
て
斉
国
に
行
っ
た
。
斉
の
襄
王
が
范
叔
の
才
能

の
こ
と
を
聞
い
て
、
金
銭
と
酒
を
范
叔
に
賜
っ
た
。
須
賈
が
そ
の
こ
と
を
耳

に
し
て
怒
り
、
范
叔
が
魏
を
裏
切
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
。
魏
に
帰

国
し
た
後
、
須
賈
が
斉
で
の
こ
と
を
魏
の
相
に
報
告
す
る
と
、
魏
の
相
は
怒

り
、
范
叔
に
罰
を
加
え
た
。
范
叔
は
魏
を
逃
げ
、
秦
に
入
っ
て
相
と
な
り
、

重
用
さ
れ
る
。
魏
は
范
叔
を
死
ん
だ
と
思
っ
て
い
た
。
あ
る
日
、
魏
の
使
者

と
し
て
、
須
賈
が
秦
に
入
り
、
范
叔
が
そ
れ
を
聞
い
て
、
襤
褸
の
服
を
着
替

え
、
細
民
の
格
好
で
須
賈
に
会
い
に
行
っ
た
。
須
賈
は
驚
き
、
范
叔
の
貧
し

い
身
な
り
を
見
て
、
哀
れ
に
思
い
、
自
分
の
綈
袍
を
范
叔
に
与
え
た
。
こ
の

後
、
須
賈
が
秦
の
相
「
張
禄
」
に
会
い
、「
張
禄
」
が
「
范
叔
」
の
こ
と
だ
と

分
か
り
、
そ
の
場
で
、
范
叔
に
謝
罪
す
る
。
范
叔
は
「
あ
な
た
に
は
罪
が
三

つ
あ
る
け
れ
ど
も
、
先
日
、
旧
友
の
情
け
か
ら
綈
袍
を
く
れ
た
。
そ
れ
で
、

あ
な
た
の
罪
を
追
及
し
な
い
こ
と
に
す
る
。
」
と
言
っ
た
。

五
峰
詩
の
「
綈
袍
恥
受
故
人
憐
」
は
、『
史
記
』
の
こ
の
記
事
を
踏
ま
え
た

も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
范
叔
が
宰
相
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
貧
寒
の
人

に
身
を
や
つ
し
（
「
范
叔
一
寒
如
此
哉
！
」
）
、
旧
友
の
須
賈
か
ら
一
枚
の
綈
袍

を
も
ら
っ
た
と
い
う
故
事
で
あ
る
。
五
峰
も
友
人
か
ら
綿
入
れ
の
着
物
を
も

ら
っ
て
、
起
聯
の
後
半
「
忍

凍

空

齋

夜

不

眠

（

凍
を
忍
ぶ
空
斎

夜
眠

ら
ず
）
」
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
寒
さ
を
何
と
か
し
の
い
で
い
る
が
、
本
来

の
自
分
は
范
叔
同
様
、
単
な
る
貧
乏
人
で
は
な
い
と
い
う
気
概
が
こ
の
詩
句

に
こ
め
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

次
の
前
聯
は
、「
散

逸

圖

書

歸

故

主

閴

寥

燈

火

照

殘

年
（

散

逸

の

図

書

故

主

に

帰

る

闃

寥

た

る

灯

火

残

年

を

照

ら

す

）
」

と
い
う
対
句
に
な
っ
て
い
る
。
詩
中
の
注
釈
が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
盗
難

に
遭
っ
た
図
書
が
先
日
、
全
部
帰
っ
て
き
た
。
詩
人
・
文
人
の
五
峰
に
と
っ

て
は
、
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
と
も
し
火
が
「
殘

年

」
を
照
ら
し
て
い
る
。

「
殘

年

」
は
年
末
を
意
味
し
、
ま
た
、
人
生
の
晩
年
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
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る
が
、
こ
こ
で
は
ま
さ
に
一
年
が
尽
き
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
意
味
に
と

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
後
聯
を
見
よ
う
。

誰

知

范

叔

眞

寒

士
．

．

自

笑

維

摩

是

病

禪
．

．

（

傍

点

著

者

）

「
寒
士
」
と
は
、
貧
し
い
が
人
格
高
潔
で
あ
る
人
物
を
指
す
語
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
雪
国
新
潟
の
年
末
の
寒
さ
に
耐
え
て
い
る
自
分
を

現
す
表
現
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
に
、
「
病
禪
」
と
い
う
語
句
が
登
場
す
る
。
「
梅
花
丈
室
歌
」
で
述
べ

た
よ
う
に
、『
維
摩
経
』
で
は
文
殊
菩
薩
が
病
気
の
維
摩
居
士
を
見
舞
い
に
行

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
は
、
維
摩
居
士
は
本
当
に
病
気
に
な
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
『
維
摩
経
』
で
は
こ
の
こ
と
を
、
「
其
れ
は
方
便
を
以
っ
て
身

に
病
あ
る
を
現
ず
」
（
「
方
便
品
」
第
二
）
と
書
い
て
い
る
。
そ
れ
は
法
を
解

く
た
め
の
方
便
で
あ
り
、
維
摩
は
見
舞
い
に
来
た
客
に
法
を
説
い
た
の
で
あ

る
。「
病
禅
」
と
は
、
あ
ま
り
用
い
ら
れ
た
例
の
な
い
言
葉
で
あ
り
、
五
峰
の

造
語
か
と
思
わ
れ
る
が
、
病
を
方
便
と
し
た
維
摩
の
禅
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

自
ら
を
、
な
か
ば
冗
談
の
よ
う
に
、
維
摩
居
士
の
「
病
禅
」
に
な
ぞ
ら
え
て

い
る
の
で
あ
る
。

五
峰
は
一
八
歳
の
時
に
、
す
で
に
地
租
改
正
の
た
め
、
奔
走
し
、
ま
た
、

二
〇
歳
の
年
に
、
す
で
に
郡
会
の
議
員
に
な
り
、
さ
ら
に
、
明
治
一
二
年
即

ち
五
峰
二
一
歳
の
時
に
、
新
潟
米
商
会
所
（
今
の
米
穀
取
引
所
前
身
）
頭
取

の
代
理
と
な
っ
て
い
る(

40)

。
社
会
人
に
な
っ
た
ば
か
り
の
五
峰
が
、
実
際
に

仏
門
に
入
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
気
持
ち
が
あ
る
と
し
て
も
、

実
現
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
。

戸

隙

繽

紛

飛

雪

入

居

然

身

坐

散

花

前

こ
れ
は
こ
の
七
言
律
詩
の
結
聯
で
あ
る
。
右
記
の
雪
国
の
話
と
と
も
に
見

れ
ば
、
雪
が
戸
の
隙
間
か
ら
舞
い
入
り
、
乱
れ
落
ち
て
来
た
風
景
を
描
い
て

い
る
。
吹
雪
さ
な
が
ら
の
世
界
を
読
者
の
目
の
前
に
展
開
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

結
聯
の
後
半
で
は
、「
散
花
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。
雪
の
乱
れ
入

る
情
景
を
比
喩
的
に
描
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
前
述
し
た
五
峰
詩
「
梅

花
丈
室
歌
」
の
最
後
の
一
句
で
あ
る
「
髣
髴
散
花
天
女
來
」
を
も
連
想
さ
せ
、

さ
ら
に
『
維
摩
經
』
の
「
散
花
天
女
」
ま
で
連
想
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
天
女
か

ら
撒
い
た
花
の
よ
う
に
降
り
注
ぐ
雪
の
中
、
じ
っ
と
坐
っ
て
い
る
身
は
禅
僧

の
座
禅
中
の
姿
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
体
を
動
か
さ
ず
心
も
動
か
さ
ず
安
ら

か
に
静
か
に
ず
っ
と
座
り
込
む
五
峰
の
年
末
心
境
が
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ

っ
て
表
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
「
病
禪
」
と
い
う
語
句
が
出
て
く
る
詩
は
、
「
新
正
三
日
書
懐(

41)

」

で
あ
る
。新

正
三
日
書
懐

新
正
三
日

懐
を
書
す

淑
氣
先
通
鳥
語
邊

淑
氣
先
ず
通
ず

鳥
語
の
邊

辛
盤
接
上
誕
辰
筵

辛
盤

接
上
す
誕
辰
の
筵
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開
春
蕩
蕩
第
三
日

開
春
蕩
蕩
た
り
第
三
日

落
地
匇
匇
廿
五
年

落
地
匇
匇
た
り
二
五
年

慧
業
竟
應
從
謝
後

慧
業
は
竟
に
謝
の
後
に
從
ふ
べ
く

才
名
肯
道
愧
盧
前

才
名
は
肯
て
盧
の
前
に
あ
る
を
愧
ず
と
道
は

ん

蕭
然
丈
室
梅
花
下

蕭
然
た
る
丈
室

梅
花
の
下

笑
署
頭
銜
是
病
禪

笑
ひ
て
署
す
頭
銜
是
れ
病
禅

大
意
は
、
和
や
か
な
新
春
の
雰
囲
気
が
先
ず
鳥
の
鳴
き
声
の
あ
た
り
に
感

じ
ら
れ
る
。
五
辛
盤(

42)

が
私
の
誕
生
日
の
宴
に
次
々
と
出
て
く
る
。
新
春
の

ゆ
っ
た
り
し
た
こ
の
三
日
に
私
は
こ
の
世
に
生
ま
れ
出
て
、
以
来
、
あ
わ
た

だ
し
く
二
五
年
を
過
ご
し
て
き
た
。
慧
業
は
や
は
り
謝
（
霊
運
）
に
は
及
ば

ず
、
才
名
は
盧
（
照
鄰
）
の
前
に
あ
る
こ
と
を
愧
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

物
寂
し
い
狭
い
居
室
は
梅
の
花
の
下
に
あ
り
、
若
し
仮
に
、
署
名
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
笑
っ
て
、
「
病
禅
」
と
記
す
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
「
新
正
三
日
書
懐
」
詩
に
は
、｢

淑
氣
先
通
鳥
語
邊

辛
盤
接
上
誕

辰
筵｣

と
始
ま
り
、
和
や
か
な
誕
生
祝
い
の
宴
の
様
子
が
目
の
前
に
展
開
さ
れ

て
い
る
。
頷
聯
の
「
開
春
蕩
蕩
第
三
日

落
地
匇
匇
廿
五
年
」
と
い
う
対
句

を
な
す
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
詩
は
五
峰
の
二
五
歳
の
七
言
律
詩
だ
と
推
定

で
き
る
。
事
実
、
五
峰
年
表
に
よ
る
と
、
誕
生
日
は
一
月
三
日
で
あ
り
、
こ

の
詩
は
誕
生
日
に
ち
な
ん
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
新
春
の
穏
や
か
な

三
日
目
に
生
ま
れ
て
か
ら
、
あ
わ
た
だ
し
く
二
五
年
の
年
月
が
経
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
誕
生
日
に
お
け
る
感
慨
が
表
さ
れ
て
い
る
。

本
詩
の
中
で
最
初
に
注
目
し
た
い
言
葉
は
、
頸
聯
の
冒
頭
の
「
慧
業
竟
應

從
謝
後

才
名
肯
道
愧
盧
前
」
と
い
う
対
句
に
登
場
す
る
「
慧
業
」
で
あ
る
。

こ
の
語
句
の
典
故
は
、
『
宋
書(

43)

』
の
以
下
の
叙
述
で
あ
る
。

太

守

孟

顗

事

佛

精

懇

、

而

為

靈

運

所

輕
、

嘗

謂

顗

曰

：
「

得

道

應

須

慧

業

文

人

、

生

天

當

在

靈

運

前

、

成

佛

必

在

靈

運

後

。

」

顗

深

恨

此

言

。

大
意
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
太
守
で
あ
る
孟
顗
は
仏
教
に
仕
え
る
の
が

大
変
熱
心
な
も
の
の
、（
謝
）
霊
運
に
は
軽
視
さ
れ
て
い
た
。
あ
る
時
（
謝
霊

運
が
）
孟
顗
に
「
悟
り
を
会
得
す
る
に
は
ま
さ
に
教
理
に
通
じ
た
文
人
で
あ

る
べ
き
だ
。
あ
な
た
が
天
に
生
ま
れ
た
の
は
ま
さ
に
霊
運
よ
り
前
の
こ
と
だ

っ
た
が
、
仏
と
な
る
の
は
き
っ
と
私
の
後
に
な
る
だ
ろ
う
。
」
と
言
っ
た
。
顗

は
こ
の
言
葉
を
深
く
憎
ん
だ
。

「
慧
業
」
と
い
う
言
葉
は
、
本
来
仏
の
知
恵
に
裏
付
け
ら
れ
た
行
為
を
、

さ
ら
に
は
仏
教
の
教
理
に
通
じ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
う
考
え
る
と
、

頸
聯
の
前
半
で
あ
る
「
慧
業
竟
應
從
謝
後
（
慧
業
は
竟
に
謝
の
後
に
從
ふ
べ

く
）
」
と
い
う
の
は
、
自
分
の
仏
教
に
つ
い
て
の
知
識
は
つ
い
に
謝
霊
運
に
及

ば
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
意
味
に
な
る
。
し
か
し
、
頸
聯
の
後
半
「
才
名
肯
道

愧
盧
前
（
才
名
は
肯
て
盧
の
前
に
あ
る
を
愧
ず
と
道
は
ん
）
」
と
い
う
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、「
慧
業
」
は
、
単
に
文
業
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

次
に
、
「
盧
前
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
舊
唐
書

(

44)

』
に
左
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。
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烱

與

王

勃

、

盧

照

鄰

、

駱

賓

王

以

文

詞

齊

名

、

海

內

稱

為

王

楊

盧

駱
、
亦

號

為
「

四

傑

」
。
烱

聞

之
、
謂

人

曰
：
「

吾

愧

在

盧

前

、

恥

居

王

後

。

」

楊
烱
は
王
勃
、
盧
照
鄰
、
駱
賓
王
と
と
も
に
文
章
や
詞
な
ど
で
名
を
馳
せ

て
い
た
が
、
世
評
は
「
王
、
楊
、
盧
、
駱
」
の
順
番
で
呼
ん
で
い
た
。
楊
烱

が
そ
れ
を
聞
い
て
、
人
に
「
私
は
盧
（
照
鄰
）
の
前
に
自
分
が
位
置
づ
け
ら

れ
る
こ
と
を
恥
ず
か
し
く
思
い
、
一
方
、
王
（
勃
）
の
よ
う
な
人
物
の
後
に

自
分
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
も
恥
ず
か
し
い
。
」
と
嘆
い
た
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

こ
の
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
前
半
の
「
慧
業
竟
應
從
謝
後
」
の
「
慧
業
」
も
、

文
業
に
つ
い
て
の
こ
と
を
比
喩
的
に
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
「
梅
花
丈
室
歌
」
に
お
い
て
も
、
自
ら
を
維
摩
に
喩
え
、
「
道
人
」
と
称

し
な
が
ら
も
、
仏
教
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
詩
作
の
こ
と
を

言
っ
て
い
た
こ
と
が
参
考
に
な
ろ
う
。
五
峰
が
「
新
正
三
日
書
懐
」
に
お
い

て
、
自
ら
を
、
智
恵
は
無
論
、
「
謝
」
の
後
に
従
い
、
詩
才
が
「
盧

」
の
前

に
出
る
こ
と
を
恥
じ
る
と
述
べ
た
の
は
、
先
人
に
対
す
る
尊
敬
の
気
持
ち
と

自
分
の
作
詩
才
能
に
対
す
る
謙
遜
の
気
持
ち
が
表
現
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
。

同
時
に
、
二
五
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
人
物
の
言
葉
と
し
て
み
れ
ば
、
相
当

な
自
負
心
と
自
尊
心
と
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
五
峰
の
漢
詩
は
、
二
一
歳

の
時
、
明
治
詩
壇
を
一
新
し
た
森
春
濤
の
「
新
文
詩
」
に
初
め
て
掲
載
さ
れ

た
。
当
時
「
新
文
詩
」
と
い
え
ば
、
唯
一
無
二
の
漢
詩
雑
誌
だ
っ
た(

45)

。
さ

ら
に
二
五
歳
の
時
に
は
、
清
人
・
王
治
本
（
一
八
三
五
～
一
九
〇
七
）
の
詩

集
『
舟
江
雜
詩
』
を
編
輯
し
、
注
を
つ
け
て
出
版
し
た
。
清
末
の
在
日
文
人

の
中
で
も
、
三
〇
年
間
と
い
う
滞
在
期
間
最
長
の
人
物
で
あ
る(

46)

。
王
の
著

作
は
極
め
て
少
な
く
、
こ
の
『
舟
江
雜
詩
』
は
、
王
に
と
っ
て
は
唯
一
の
刊

行
資
料
に
な
る
。
三
〇
年
間
に
わ
た
る
、
詩
の
評
点
や
詩
集
の
序
や
題
詞
・

題
詩
な
ど
が
、
大
量
に
残
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
唯
一
の
詩
集
が
五
峰

の
手
で
出
版
さ
れ
た
の
は
、
た
だ
の
偶
然
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

業
績
に
対
し
て
五
峰
の
抱
い
た
自
負
心
と
自
尊
心
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

詩
の
頸
聯
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
五
峰
の
青
年
期
の
客
気

で
あ
る
。

最
後
に
、
注
目
し
た
い
の
は
、
「
丈
室
梅
花
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
「
新

正
三
日
書
懐
」
の
尾
聯
は
、

蕭
然
丈
室
梅
花
下

笑
署
頭
銜
是
病
禪

と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
前
半
に
、「
丈
室
梅
花
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
。

こ
の
「
丈
室
梅
花
」
と
い
う
言
葉
は
、
先
述
し
た
五
峰
の
「
梅
花
丈
室
歌
」

と
題
す
る
別
詩
を
連
想
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
「
梅
花
丈
室
歌
」
に
は
、『
維

摩
經
』
の
「
衆
香
國
」
や
「
文
殊
問
疾
」
や
「
八
萬
由
旬
須
彌
山
」
や
「
天

女
散
花
」
な
ど
の
仏
語
が
用
い
ら
れ
、
五
峰
の
『
維
摩
經
』
に
対
す
る
関
心

の
深
さ
を
表
す
と
と
も
に
、
五
峰
の
部
屋
が
維
摩
の
「
丈
室
」
に
な
ぞ
ら
え

ら
れ
て
い
た
。
こ
の
尾
聯
の
後
半
に
、「
歳
暮
雜
感
」
で
用
い
ら
れ
て
い
た
「
病

禪
」
と
い
う
言
葉
が
再
び
登
場
す
る
。「
笑
ひ
て
署
す
頭
銜
是
れ
病
禅
」
。「
歳
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暮
雜
感
」
で
は
「
病
禪
」
は
維
摩
の
方
便
と
し
て
の
病
と
い
う
意
味
で
用
い

ら
れ
て
い
た
が
、
基
本
的
に
は
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。「
頭
銜
」
は
一
般
に
官
職
名
を
言
う
が
、
こ
こ
で
は
自
称
と
い

う
く
ら
い
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
冗
談
半
分
に
自
ら
を
、「
病
禪
」
す
な
わ
ち
仮

病
を
使
っ
て
道
を
説
い
た
維
摩
に
擬
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
歳
暮
雜
感
」
の

「
自

笑

維

摩

是

病

禪

」
（
自
ら
笑
う

維
摩
の
是
れ
病
禪
）
と
い
う
詩
句

と
、
そ
れ
か
ら
一
年
余
り
が
た
っ
た
二
五
歳
の
誕
生
日
の
「
笑
署
頭
銜
是
病

禅
」（
笑
ひ
て
署
す
頭
銜
是
れ
病
禅
）
と
い
う
詩
句
は
、
句
の
構
造
自
体
類
似

し
て
い
る
が
、
自
ら
を
病
を
方
便
と
し
て
禅
を
説
く
維
摩
に
な
ぞ
ら
え
る
と

い
う
内
容
自
体
は
変
化
し
て
い
な
い
。「
病
禅
」
と
は
言
う
も
の
の
、
仏
教
の

教
理
や
悟
り
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
梅
花
丈
室
歌
」
の
用
例
と
同

様
、
詩
の
境
地
を
表
現
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

結
び
に
か
え
て

本
論
で
は
、
五
峰
の
「
逃
禅
」
、
「
病
禅
」
と
い
う
語
句
が
出
て
く
る
漢
詩

四
首
と
、
維
摩
と
関
係
す
る
「
梅
花
丈
室
歌
」
に
注
目
し
、
典
拠
な
ど
を
通

じ
て
、
五
峰
の
詩
と
禅
仏
教
の
関
係
を
分
析
し
た
。

日
本
に
は
「
詩
禅
一
味
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
が
、
同
様
の
こ
と
が
宋
の

嚴
羽
（
約
一
一
九
二
～
一
二
四
三
）
『
滄
浪
詩
話
』(

47)

「
詩
辨
」
で
は
、

（
前
略
）
大
抵
禪
道
惟
在
妙
悟
、
詩
道
亦
在
妙
悟
。（
中
略
）
然
悟
有
淺

深
、
有
分
限
、
有
透
徹
之
悟
、
有
但
得
一
知
半
解
之
悟
。
（
後
略
）(

48)

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
嚴
羽
の
作
詩
に
対
す
る
理
論
で
は
、
参
禅
と
作
詩

の
目
指
す
境
地
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
仮
に
五
峰
が
『
滄
浪

詩
話
』
に
あ
る
「
禪
道
惟
在
妙
悟
、
詩
道
亦
在
妙
悟
。
」
と
い
う
禅
と
詩
の
共

通
性
の
話
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
し
た
ら
、
こ
れ
が
五
峰
の
仏
教
・
禅
・『
維

摩
経
』
に
対
す
る
探
究
の
理
由
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
五
峰
が
杜
甫
詩

「
飮
中
八
仙
歌
」
の
「
逃
禪
」
に
注
目
し
た
訳
も
、
維
摩
の
「
病
禪
」
を
語

っ
た
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
に
違
い
な
い
。
五
峰
は
『
滄
浪
詩
話
』
に
あ
る
よ

う
な
、
禅
の
「
妙
悟
」
と
詩
の
「
妙
悟
」
が
一
致
す
る
境
地
を
求
め
て
い
た

の
で
あ
る
。

最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
五
峰
の
詩
に
は
こ
の
ほ
か
に
様
々
な
禅
に
つ
い

て
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
紙
幅
の
都
合
で
、
本
稿
で
は
そ
の
す
べ
て

を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
な
場
を

借
り
て
論
じ
、
五
峰
の
漢
詩
人
と
し
て
の
「
禅
」
に
対
す
る
態
度
の
全
体
像

に
迫
っ
て
ゆ
き
た
い
。

<

注>

(

1)

『
五
峰
遺
稿
』
上
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
詩
で
あ
る
が
、「
禅
」
字
の
表
現
は
違

う
が
、
タ
イ
ト
ル
は
前
の
詩
と
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
題
目
で
作
詩
し
た

の
で
あ
る
。

(
2)

阪
口
献
吉
編
輯
『
五
峰
餘
影
』
新
潟
新
聞
社
、
昭
和
四
年
一
一
月
三
日

一
八

〇
～
一
八
一
頁
。

(

3)
前
掲
『
五
峰
餘
影
』
一
七
九
頁
。

(

4)

市
島
謙
吉
の
号
で
あ
る
。

(

5)

坂
口
献
吉
編
輯
兼
発
行
『
五
峰
遺
稿
（
上
）
』
日
清
印
刷
株
式
会
社
、
大
正
一
四

年
一
〇
月
二
五
日

五
丁
オ
。

(

6)

阪
口
献
吉
編
輯
『
五
峰
餘
影
』
新
潟
新
聞
社
、
昭
和
四
年
一
一
月
三
日
、
二
四

頁
。
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(

7)

『
全
唐
詩
』
中
華
書
局

一
九
六
〇
年
四
月

第
四
冊

巻
二
一
六

二
二
五

九
～
二
二
六
〇
頁
。

(
8)
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
修
訂
第
二
版

巻
一
一

大
修
館
書
店

平
成
一

一
年
一
〇
月
二
〇
日

四
〇
～
四
一
頁

①
禪
に
の
が
れ
る
。
浮
世
を
脱
出
し
て

禪
に
入
る
。
僧
侶
の
生
活
を
す
る
。
②
禪
を
の
が
れ
る
。
酒
を
の
ん
で
、
佛
戒
に

そ
む
き
離
れ
る
。
③
禪
の
こ
と
。

(

9)

黄
永
武
博
士
主
編
『
杜
詩
叢
刊
』
台
湾
大
通
書
局
印
行
、
一
九
七
四
年
一
〇
月
。

(

10)

『
杜
詩
叢
刊
』
の
『
杜
詩
詳
註
』
清
、
仇
兆
鰲
輯
註

文
史
哲
出
版
社

二
二

二
頁

（
前
略
）
持
齋
而
仍
好
飮
、
晋
非
真
禪
、
直
逃
禪
耳
。
逃
禪
猶
云
逃
墨
逃

楊
是
逃
而
出
非
逃
而
入
（
後
略
）
。

(

11)

『
杜
詩
叢
刊
』
の
『
分
門
集
註
杜
工
部
詩
（
二
）
』
宋
、
闕
名
集
註

上
海
涵
芬

樓
借
南
海
潘
氏
藏
宋
刊
本

七
六
五
頁
。

『
杜
詩
叢
刊
』
の
『
刻
杜
少
陵
先
生
詩
分
類
集
註
（
五
）
』
明
、
邵
寶
集
註

明
、

萬
暦
廿
三
年
呉
周
子
文
刊
本

二
〇
四
六
頁
。

『
杜
詩
叢
刊
』
の
『
集
千
家
註
分
類
杜
工
部
詩
（
二
）
』
宋
、
徐
居
仁
編

黄
鶴
補

註

九
七
〇
頁
。

『
杜
詩
叢
刊
』
の
『
唐
李
杜
詩
集
（
三
）
』
明
、
邵
勳
編

明
、
嘉
靖
二
十
一
年
無

錫
知
縣
萬
氏
刊
本

台
湾
大
通
書
局
印
行

八
二
九
頁
。

『
杜
詩
叢
刊
』
の
『
纂
註
杜
詩
澤
風
堂
批
解
（
一
）
』
朝
鮮
、
李
植
批
解

清
、
康

煕
十
八
年
朝
鮮
李
氏
家
刊
本

一
一
九
頁
。

『
杜
詩
叢
刊
』
の
『
草
堂
詩
箋
（
千
家
注
杜
詩
）
（
上
）
』
宋
、
魯
訔
編
次

宋
、

蔡
夢
弼
會
箋

廣
文
書
局
印
行
、
一
九
七
一
年
九
月

四
〇
頁
。

『
杜
詩
叢
刊
』
の
『
欽
定
四
庫
全
書

九
家
集
註
杜
詩
（
一
）
』
一
〇
九
頁
。

(

12)

森
槐
南
『
杜
詩
講
義

下
巻
』
文
會
堂
書
店

大
正
元
年
一
一
月

六
一
三
～

六
一
四
頁
。

(

13)

坂
口
献
吉
編
輯
兼
発
行
『
五
峰
遺
稿
（
上
）
』
日
清
印
刷
株
式
会
社
、
大
正
一
四

年
一
〇
月
二
五
日
一
五
丁
オ
～
ウ
。

「
佛
前
飮
酒
浩
然
有
得
次
張
船
山
韻
」

百
年
賤
辱
老
蒿
萊

百
年

辱
賤

老
い
蒿
萊

面
目
唯
能
保
本
來

面
目

唯
能
く
本
来
を
保
つ

擧
世
驚
猜
真
怪
物

挙
世

驚
猜

真
怪
物

受
人
憐
惜
豈
奇
才

人
に
受
け
る
こ
と

憐
惜

豈

奇
才
な
ら
ん
や

禪
追
蘇
晋
逃
于
酒

禅

蘇
晋
を
追
い

酒
に
逃
げ
る

詩
仿
長
江
祭
以
杯

詩

長
江
に
仿
い

祭
る
に
杯
を
以
て
す

債
鬼
満
前
齊
叩
首

債
鬼

前
に
満
ち
齊
に
叩
首
す

先
生
笑
坐
亂
書
堆

先
生

笑
ひ
坐
っ
て
乱
書
堆
し

(

14)

賈
島
は
「
僧
推
月
下
門
」
の
句
を
得
た
が
、「
推
」
を
改
め
て
「
敲
」
に
し
よ
う

か
と
迷
っ
て
韓
愈
に
問
い
、
「
敲
」
の
字
に
決
め
た
と
い
う
故
事
で
有
名
。

(

15)

唐

馮
贄
撰
『
雲
仙
雜
記
』
（
四
部
叢
刊
続
編
子
部
）
巻
四

「
祭
詩
以
酒
脯
」

上
海
書
店
、
一
九
八
四
年
一
二
月
。

(

16)

高
楠
順
次
郎
編
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
普
及
版

第
一
四
巻
『
維
摩
詰
所
説
經
』

姚
秦
三
藏
鳩
摩
羅
什
譯

大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会

一
九
八
八
年
～
一
九
八
九

年
。

(

17)

坂
口
献
吉
編
輯
兼
発
行
『
五
峰
遺
稿
（
上
）
』
日
清
印
刷
株
式
会
社
、
大
正
一
四

年
一
〇
月
二
五
日

四
丁
ウ
～
五
丁
オ
。

(

18)

心
が
無
念
無
想
で
あ
れ
ば
、
自
ら
真
理
に
到
達
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
喩

え
。

(

19)

『
荘
子
』「
應
帝
王
」
に
「
南
海
之
帝
爲
儵
、
北
海
之
帝
爲
忽
、
中
央
之
帝
爲
渾

沌
、
儵
與
忽
、
時
相
與
遇
於
渾
沌
之
地
、
渾
沌
待
之
甚
善
、
儵
與
忽
謀
報
渾
沌
之

徳
、
曰
、
人
皆
有
七
竅
、
以
視
聴
食
息
、
此
獨
無
有
、
嘗
試
鑿
之
、
日
鑿
一
竅
、

七
日
而
混
沌
死
。
」

(

20)

由
旬
と
は
、
古
代
イ
ン
ド
の
距
離
測
定
の
単
位
で
あ
る
。
一
由
旬
は
七
マ
イ
ル

ま
た
は
九
マ
イ
ル
と
す
る
。

(

21)

仏
教
の
世
界
説
で
、
世
界
の
中
心
に
そ
び
え
立
つ
と
い
う
高
山
。
海
中
に
あ
り
、

高
さ
は
八
万
由
旬
。

(

22)

人
名
、
匡
衡
の
こ
と
。
匡
衡
は
前
漢
の
政
治
家
、
生
没
年
不
詳
。
『
漢
書
』
（
巻

八
一
匡
張
孔
馬
傳
第
五
一
）
に
「
無
説
『
詩
』
、
匡
鼎
来
。
匡
説
『
詩
』
、
解
人
颐
。
」

と
い
う
叙
述
が
あ
る
。
「
匡
衡
鑿
壁
」
の
話
で
有
名
。

(

23)

大
乗
仏
教
経
典
の
一
つ
で
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
と
3
種
の

漢
訳(

支
謙
訳
、
鳩
摩
羅
什
訳
、
玄
奘
訳)

が
現
存
す
る
。
一
般
に
用
い
ら
れ
る
の
は

鳩
摩
羅
什
訳
『
維
摩
詰
所
説
経

』
で
あ
る
。
内
容
は
明
ら
か
に
般
若
経
典
群
の
流

れ
を
引
い
て
い
る
が
、
大
き
く
違
う
点
は
、
一
般
に
般
若
経
典
は
呪
術
的
な
面
が

強
く
経
自
体
を
受
持
し
読
誦
す
る
こ
と
の
功
徳
を
説
く
が
、
維
摩
経
で
は
そ
う
い

う
面
が
希
薄
で
あ
る
。
中
イ
ン
ド
、
バ
イ
シ
ャ
ー
リ
ー
の
長
者
ヴ
ィ
マ
ラ
キ
ー
ル

テ
ィ(

維
摩
詰
、
維
摩
、
浄
名)

が
病
気
に
な
っ
た
の
で
、
釈
迦
が
菩
薩
や
弟
子
達

に
見
舞
い
を
命
じ
る
が
、
以
前
に
維
摩
に
や
り
こ
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
誰
も
理

由
を
述
べ
て
行
こ
う
と
し
な
い
。
そ
こ
で
、
文
殊
菩
薩
が
見
舞
い
に
行
き
、
維
摩

と
対
等
に
問
答
を
行
い
、
最
後
に
維
摩
は
究
極
の
境
地
を
沈
黙
に
よ
っ
て
示
し
た
。

全
編
戯
曲
的
な
構
成
の
中
に
旧
来
の
仏
教
の
固
定
性
を
批
判
し
、
在
家
者
の
立
場

か
ら
大
乗
の
空
の
思
想
を
高
揚
し
た
初
期
大
乗
仏
典
の
傑
作
で
あ
る
。
中
国
、
日

本
で
広
く
親
し
ま
れ
、
聖
徳
太
子
の
三
経
義
疏
の
一
つ
『
維
摩
経
義
疏
』
を
始
め
、

注
釈
も
多
い
。
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(

24)

十
笏
と
は
笏
を
十
箇
容
れ
る
程
の
広
さ
を
意
味
す
る
。
笏
は
束
帯
の
時
、
帯
に

插
す
も
の
。

(
25)
（
宋
）
重
顯
頌
古

克
勤
評
唱
『
佛
果
圓
悟
禪
師
碧
巖
録
』（
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
）

「
維
摩
示
疾
於
毘
耶
離
城
也
。
唐
時
王
玄
策
使
西
域
過
其
居
。
遂
以
手
板
縱
横
量

其
室
得
十
笏
。
因
名
方
丈
。
」
二
一
〇
頁
。

(

26)

『
維
摩
詰
所
説
經
』
巻
下

姚
秦
三
藏
鳩
摩
羅
什
譯

香
積
佛
品
第
十

五
五

二
頁

（
前
略
）
有
國
名
衆
香
。
佛
號
香
積
。
今
現
在
。
其
國
香
氣
比
於
十
方
諸

佛
世
界
人
天
之
香
最
爲
第
一
。
彼
土
無
有
聲
聞
辟
支
佛
名
。
唯
有
清
浄
大
菩
薩
衆
。

佛
爲
説
法
。
其
界
一
切
皆
以
香
作
樓
閣
。
經
行
香
地
苑
園
皆
香
。
其
食
香
氣
周
流

十
方
無
量
世
界
。
（
後
略
）
。

（
前
略
）
衆
香
と
い
う
国
が
あ
る
。
そ
こ
の
仏
は
香
積
と
号
し
、
い
ま
も
現
に
ま

し
ま
す
。
そ
の
国
の
香
気
は
十
方
の
諸
仏
の
世
界
に
お
け
る
人
間
や
天
人
ど
も
の

香
に
比
べ
て
み
て
も
、
最
も
す
ぐ
れ
第
一
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
国
土
に
は
、
教

え
を
聞
く
の
み
の
修
行
僧
や
、
ひ
と
り
で
さ
と
り
を
開
く
修
行
者
が
い
る
と
は
聞

い
て
い
な
い
。
た
だ
清
ら
か
な
大
菩
薩
の
か
た
が
た
の
み
が
お
ら
れ
、
仏
は
か
れ

ら
の
た
め
に
法
を
説
き
た
も
う
。
そ
の
世
界
の
一
切
の
も
の
ど
も
は
、
み
な
香
を

も
っ
て
楼
閣
を
作
り
、
香
り
よ
り
な
る
地
を
そ
ぞ
ろ
歩
き
し
、
庭
園
も
み
な
香
ば

し
い
。
そ
の
食
物
の
香
気
は
十
方
の
無
量
の
世
界
に
あ
ま
ね
く
流
れ
て
い
る
。（
後

略
）
中
村
元
訳
者
代
表
『
世
界
古
典
文
学
全
集

第
七
巻

仏
典
Ⅱ
』
筑
摩
書
房
、

昭
和
四
〇
年
七
月

四
四
頁
を
参
考
に
す
る
。

(

27)

『
維
摩
詰
所
説
經
』
巻
中

姚
秦
三
藏
鳩
摩
羅
什
譯

文
殊
師
利
問
疾
品
第
五

五
四
四
頁

そ
の
時
、
仏
が
文
殊
菩
薩
に
告
げ
た
も
う
た
、「
あ
な
た
が
維
摩
詰
の

と
こ
ろ
へ
疾
の
様
子
を
問
い
、
見
舞
い
に
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
か
。
中
村
元
訳
者

代
表
『
世
界
古
典
文
学
全
集

第
七
巻

仏
典
Ⅱ
』
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
〇
年
七

月

二
四
頁
を
参
考
に
す
る
。

(

28)

『
維
摩
詰
所
説
經
』
巻
中

姚
秦
三
藏
鳩
摩
羅
什
譯

不
思
議
品
第
六

五
四

六
頁
。

(

29)

中
村
元
訳
者
代
表
『
世
界
古
典
文
学
全
集

第
七
巻

仏
典
Ⅱ
』
筑
摩
書
房
、

昭
和
四
〇
年
七
月

二
九
～
三
〇
頁
を
参
考
に
す
る
。（
前
略
）
こ
こ
か
ら
東
の
方

に
、
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
の
三
十
六
倍
も
あ
る
ほ
ど
多
く
の
国
を
す
ぎ
た
と
こ

ろ
に
、
須
弥
相
と
い
う
名
の
世
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
仏
を
須
弥
燈
王
と
号
し
、

今
も
現
に
ま
し
ま
す
。
か
の
仏
の
身
体
は
た
け
が
八
万
四
千
ヨ
ー
ジ
ャ
ナ
あ
り
ま

す
。
そ
の
獅
子
座
の
高
さ
は
八
万
四
千
ヨ
ー
ジ
ャ
ナ
あ
り
、
美
し
く
飾
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
第
一
で
す
。
と
（
文
殊
は
答
え
た
。
）
そ
こ
で
長
者
・
維
摩
が
神
通
力
を

現
じ
た
と
こ
ろ
が
、
即
時
に
か
の
仏
は
、
高
く
広
く
美
し
く
飾
ら
れ
浄
ら
か
な
三

万
二
千
の
獅
子
座
を
送
っ
て
来
て
、
維
摩
の
室
に
入
ら
せ
た
も
う
た
。
（
後
略
）
。

(

30)

（
宋
）
釋
道
原
撰
『
景
徳
傳
燈
録
』
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
三
九
〇
頁
。

(

31)

『
維
摩
詰
所
説
經
』
巻
中

姚
秦
三
藏
鳩
摩
羅
什
譯

觀
衆
生
品
第
七

五
四

七
頁
～
五
四
八
頁

（
前
略
）
そ
の
と
き
維
摩
の
室
に
ひ
と
り
の
天
女
が
い
た
。

も
ろ
も
ろ
の
立
派
な
人
々
を
見
て
、
説
か
れ
た
法
を
聞
い
て
、
そ
の
身
を
現
じ
、

天
の
華
を
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
・
大
弟
子
た
ち
の
上
に
散
じ
た
。
こ
れ
ら
の
華
が
、

も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
の
と
こ
ろ
に
至
る
と
、
す
ぐ
に
皆
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
そ
れ
ら
の
華
が
大
弟
子
た
ち
の
と
こ
ろ
に
至
る
と
、
か
れ
ら
に
著
い
て
、
落

ち
な
か
っ
た
。
一
切
の
大
弟
子
た
ち
が
神
通
力
に
よ
っ
て
華
を
と
り
去
ろ
う
と
し

た
け
れ
ど
も
、
と
り
去
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
と
き
天
女
は
シ
ャ
ー
リ

プ
ト
ラ
に
問
う
た
、
「
ど
う
し
て
華
を
と
り
去
ろ
う
と
な
さ
る
の
で
す
か
。
」
シ
ャ

ー
リ
プ
ト
ラ
は
答
え
た
、「
こ
れ
ら
の
華
は
、
修
行
僧
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の

で
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を
と
り
去
ろ
う
と
す
る
の
で
す
。
」
天
女
は
言
っ
た
、
「
こ

れ
ら
の
華
を
「
修
行
僧
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」
と
お
考
え
に
な
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
な
ぜ
か
と
申
し
ま
す
と
、
こ
れ
ら
の
華
は
分
別
す
る
は
た
ら
き
が
な
い
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
あ
な
た
が
自
分
で
分
別
の
想
を
生
じ
て
お
ら
れ
る
だ
け
で
す
。
も

し
も
仏
法
に
お
い
て
出
家
し
た
の
に
、
し
か
も
分
別
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
こ
そ
「
修
行
僧
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」
こ
と
な
の
で
す
。
も
し
も
分
別
す
る

は
た
ら
き
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
「
ふ
さ
わ
し
い
」
こ
と
な
の
で
す
。

も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
が
た
を
み
ま
す
に
、
華
が
つ
か
な
い
の
は
、
す
で
に
一
切
の
分

別
の
想
を
断
じ
て
お
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
」
（
後
略
）
村
元
訳
者
代
表
『
世
界
古
典

文
学
全
集

第
七
巻

仏
典
Ⅱ
』
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
〇
年
七
月

三
三
～
三
四

頁
。

(

32)

『
漢
語
大
詞
典
』
繁
体
版

聯
合
出
版
集
団

二
〇
〇
二
年

「
道
人
」
の
項

目
に
以
下
の
よ
う
に
解
釈
し
て
あ
る
。「
１
、
有
極
高
道
德
的
人
。
２
、
煉
丹
服
藥
、

修
道
求
仙
之
士
。
３
、
道
教
徒
道
士
。
４
、
佛
教
徒
、
和
尚
。
５
、
佛
寺
中
打
雜

的
人
。
」

(

33)

森
槐
南
『
杜
詩
講
義

下
巻
』
文
會
堂
書
店

大
正
元
年
一
一
月

八
七
一
頁

を
参
考
に
す
る
。

(

34)

阪
口
献
吉
編
輯
『
五
峰
餘
影
』
新
潟
新
聞
社
、
昭
和
四
年
一
一
月
三
日

二
六

六
～
二
六
七
頁
。

(

35)
『
荘
子
』「
應
帝
王
」
に
「
南
海
之
帝
爲
儵
、
北
海
之
帝
爲
忽
、
中
央
之
帝
爲
渾

沌
、
儵
與
忽
、
時
相
與
遇
於
渾
沌
之
地
、
渾
沌
待
之
甚
善
、
儵
與
忽
謀
報
渾
沌
之

徳
、
曰
、
人
皆
有
七
竅
、
以
視
聴
食
息
、
此
獨
無
有
、
嘗
試
鑿
之
、
日
鑿
一
竅
、

七
日
而
混
沌
死
。
」

(

36)

拙
稿
「
漢
詩
人
と
し
て
の
阪
口
五
峰―

―

竹
を
題
材
と
し
た
詩
に
つ
い
て
ー―

」

『
現
代
社
会
文
化
研
究
』
第
五
十
二
号

二
〇
一
一
年
一
二
月

（
１
５
）
頁
。
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(

37)

前
掲
『
五
峰
遺
稿
』
（
上
）
九
丁
オ
。

(
38)

坂
口
献
吉
編
輯
兼
発
行
『
五
峰
遺
稿
（
上
）
』
日
清
印
刷
株
式
会
社
、
大
正
一
四

年
一
〇
月
二
五
日

一
二
丁
オ
。

(

39)
（
漢
）
司
馬
遷
撰
（
宋
）
裴
駰
集
解
（
唐
）
司
馬
貞
索
隱
（
唐
）
張
守
節
正
義

『
史
記
』
巻
七
九

范
睢
蔡
澤
列
伝
第
一
九

中
華
書
局

一
九
八
二
年
一
一
月

二
四
〇
一
～
二
四
一
四
頁
。

(

40)

前
掲
『
五
峰
餘
影
』
二
二
～
二
三
頁
。

(

41)

坂
口
献
吉
編
輯
兼
発
行
『
五
峰
遺
稿
（
上
）
』
日
清
印
刷
株
式
会
社
、
大
正
一
四

年
一
〇
月
二
五
日

一
二
丁
オ
。

(

42)

大
皿
・
五
種
の
辛
物
を
盤
に
盛
っ
た
も
の
。
元
日
に
之
を
食
べ
ば
、
五
脳
の
気

を
通
じ
、
健
康
を
保
つ
と
い
う
。
五
辛
菜
の
こ
と
。

(

43)

（
梁
）
沈
約
撰

楊
家
駱
主
編
『
宋
書
』
卷
六
七

列
傳
第
二
七
／
謝
靈
運

荀

雍

羊
璿
之

何
長
瑜
／
山
居
賦

一
七
七
五
～
一
七
七
六
頁

又
、(

唐)

李
延
壽

撰

楊
家
駱
主
編
『
南
史
』
卷
一
九

列
傳
第
九
／
謝
靈
運

何
長
瑜

孟
顗

孫

超
宗

曾
孫
才
卿

幾
卿

五
四
〇
頁
に
は
同
じ
叙
述
が
あ
る
。「
太
守
孟
顗
事
佛

精
懇
、
而
為
靈
運
所
輕
、
嘗
謂
顗
曰
：「
得
道
應
須
慧
業
、
丈
人
生
天
當
在
靈
運
前
、

成
佛
必
在
靈
運
後
。
」
顗
深
恨
此
言
。
」

(

44)

（
後
晋
）
劉
昫
撰

楊
家
駱
主
編
『
舊
唐
書
』
卷
一
九
〇
上

列
傳
第
一
四
〇

上
／
文
苑
上
／
楊
烱

五
〇
〇
三
頁
。

(

45)

前
掲
『
五
峰
餘
影
』
二
六
頁
。

(

46)

王
宝
平
主
編
『
中
日
詩
文
交
流
集
』
上
海
古
籍
出
版
社

二
〇
〇
四
年
一
〇
月

四
～
五
頁
。

(

47)
h

ttp
://d

l.n
d

l.g
o

.jp
/in

fo
:n

d
ljp

/p
id

/2
5

9
0

3
8

0

市
野
沢
寅
雄

『
滄
浪
詩
話
』
明

徳
出
版
社
、
一
九
七
六
年
七
月

二
一
～
二
五
頁

郭
紹
虞
校
釋
『
滄
浪
詩
話

校
釋
』
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
六
一
年
五
月

一
二
頁
を
参
考
に
す
る
。

(

48)

書
き
下
し
：（
前
略
）
大
抵
禅
道
は
惟
だ
妙
悟
に
あ
り
、
詩
の
道
も
亦
妙
悟
に
あ

り
。
（
中
略
）
然
れ
ど
も
悟
浅
深
あ
り
、
分
限
あ
り
。
透
徹
の
悟
あ
り
、
但
一
知
半

解
の
悟
を
得
る
あ
り
。
（
後
略
）
。

主
指
導
教
員
（
佐
々
木
充
教
授
）
、
副
指
導
教
員
（
廣
部
俊
也
准
教
授
・
岡
村
浩
准
教

授
）


